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技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　弊社は1995年に仮設橋梁（仮橋）事業に参入しましたが、特に2011年東日本大震災の復旧工事や地
方の高規格道路工事の増加を機に、全国で仮橋の需要が拡大してきました。
　また近年は異常気象による豪雨等災害に起因した河川の改修計画が全国で進められておりますが、
河川改修に伴い既設橋の架替が必要となるケースが増えております。
　さらに全国で供用中の道路橋約73万橋のうち建設後50年を経過する橋は2032年時点で約6割に達し
ますが、そのうち約3割は未整備であり、老朽化による補修や架替が必要な橋が今後増える見込です。
　そういった状況を踏まえ、今後増え続ける老朽橋架替や河川改修に伴う既設橋架替時の迂回路・工事
用の仮橋の需要に応えるべく、ジェコスは「仮設橋梁EGスパンⓇ」を事業展開しております。

▸部材が高強度かつ軽量な鋼鈑桁であり本設橋と同等の強度を有しております。
▸適用橋長は14m～36m、幅員は2m単位で無制限に対応可能です。
▸主桁は高さの異なる３タイプ（Ｌ、Ｈ、ＨＧ）があり条件・用途に応じて使い分けが可能です。
▶業界最軽量の締結式軽量覆工床版Ｙデッキ（161kg/㎡）が適用可能です。
▸HGタイプは最大橋長22m。橋上で200tクローラクレーンを使用して仮橋の縦架設施工が可能です。
▸跨線橋、跨道橋に最適なG-PANEL（足場、落下防止板、横構の機能を兼ね備えた部材）あります。
▸上部工だけでなく下部工の計画もあわせてワンパッケージで対応いたします。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

▶渡河部において、在来工法（仮桟橋）に比べて支持杭の本数を削減する事ができるため、
　河積阻害率の低減だけでなく工期短縮、コスト縮減にも寄与します。
▶部材は軽量のため運搬性に優れ、また組立は全てボルト接合のため施工が早いです。
▸HGタイプは橋上で200tクローラクレーンを使用して縦架設施工が可能であり、径間長を最大20m確保
　できるため、多くの河川で仮設橋梁の通年存置が可能となります。
▶G-PANELを併用する事で跨線橋、跨道橋としての仮設橋梁適用の幅が広がります。
▸リース対応製品であり経済的。またスクラップも発生せず環境に優しい工法です。

４．技術の適用範囲

【用　　　途】橋梁架替時の迂回路仮橋、橋梁新設・耐震補強等工事の工事用仮橋、横断歩道橋、
　　　　　　　　災害時の応急橋、コンクリート橋支保工、作業用足場、人工地盤など様々な用途に対応
【適用橋長】EGスパン-Lタイプ：14m～24m（2mピッチで適用可能）
　　　　　　　　　　　　　 -Hタイプ：14m～36m（2mピッチで適用可能）
                        　 -HGタイプ：18m，20m，22m（150t・200tクローラクレーン載荷）
【適用幅員】各タイプとも2m以上で無制限に適用可能
【適用荷重】活荷重（Ａ活荷重、B活荷重）、群集荷重、重機走行・作業荷重など

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関：４２件（九州：２件、九州以外：４０件）
自 治 体 ：６８件（九州：８件、九州以外：６０件）
民　　　間：６５件（九州：２件、九州以外：６３件）
（民間には財団法人、独立行政法人、各高速道路会社、各旅客鉄道会社を含む）

※別紙２



６．写真・図・表

　【仮設橋梁の
　主な用途】

　【構成部材】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【適用橋長と主桁タイプ】

　【EGスパン-HGタイプ】

　　　　【G-PANEL】

　【適用事例（工事用仮橋）】

　　　　【ＥＧスパンのカタログはこちら】


